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三重とこわか国体・三重とこわか大会亀山市実行委員会 

第１回総務企画専門委員会 次第 

  

１ 開 会 

 

２ 事務局長あいさつ 

 

３ 専門委員会について 

 

４ 委員長あいさつ 

 

５ 報告事項 

 【報告第１号】 

  第７６回国民体育大会の概要について 

 【報告第２号】 

  第７６回国民体育大会亀山市開催基本方針について 

 【報告第３号】 

  三重とこわか国体・三重とこわか大会亀山市開催推進総合計画について 

 【報告第４号】 

  平成３０年度広報・啓発活動実績について 

 【報告第５号】 

  第７３回国民体育大会福井しあわせ元気国体視察報告について 

 

６ 議事 

 【議案第１号】 

  三重とこわか国体亀山市広報基本計画（案）について 

 【議案第２号】 

  三重とこわか国体亀山市市民運動基本計画（案）について 

 【議案第３号】 

  三重とこわか国体亀山市歓迎・接伴基本計画（案）について 

 

７ 閉会 



専門委員会

について
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敬称略、順不同

委員会役職 所属機関・団体 役職 氏　　名

委員長 特定非営利活動法人　亀山市スポーツ協会 事務局長 小坂　平和

委員 亀山市スポーツ推進委員会 副会長 内田　雅仁

委員 亀山商工会議所 課長 加藤　優一朗

委員 一般社団法人　亀山青年会議所 副理事長 山田　拓朗

委員 亀山市自治会連合会 理事 栗本　暉已

委員 社会福祉法人　亀山市社会福祉協議会 事務局長 藤本　高尚

委員 一般社団法人　亀山市観光協会 事務局長 本間　一也

委員 亀山市小中学校長会 会長 高嶋　浩史

委員 亀山市総合政策部政策課 課長 笠井　武洋

委員 亀山市総合政策部財務課 課長 田中　直樹

副委員長 亀山市生活文化部まちづくり協働課 参事兼課長 深水　隆司

委員 亀山市生活文化部地域観光課 課長 木田　博人

委員 亀山市健康福祉部地域福祉課 課長 小林　恵太

委員 亀山市健康福祉部子ども未来課 参事兼課長 豊田　達也

委員 亀山市産業建設部産業振興課 課長 富田　真左哉

委員 亀山市教育委員会事務局教育総務課 課長 大泉　明彦

三重とこわか国体・とこわか大会亀山市実行委員会
総務企画専門委員会委員名簿

-2-



報告事項



 



第 76 回国民体育大会の概要 

 

１ 目的 

大会は、広く国民の間にスポーツを普及し、スポーツ精神を高揚して国民の健康増進

と体力の向上を図り、併せて地方スポーツの推進と地方文化の発展に寄与するととも

に、国民生活を明るく豊かにしようとするものである。 

 

２ 主催 

大会の主催者は、公益財団法人日本スポーツ協会（以下「日本スポーツ協会」とい

う。）、文部科学省及び開催地都道府県（以下「開催県」という。）とし、各競技会につ

いてはの本スポーツ協会加盟競技団体等（以下、「競技団体」という。）及び会場地市町

村を含めたものとする。 

 

３ 開催期間 

  本大会開催時期：２０２１年９月２５日（土）～１０月５日（火） 

 

４ 大会愛称 

  『三重とこわか国体』 

「とこわか（常若）」とは、「いつも若々しいこと。いつまでも若いさま。」を表現し

た言葉で、県民や来訪者が活力に満ち、元気になるようにとの願いを込めています。 

 

５ スローガン 

『ときめいて人 輝いて未来』 

大会がきっかけとなって全ての人が夢と感動、喜びと充実感を味わい、大会後も元気

であり続けていくような未来になるようにとの願いを込めています。 

 

６ マスコットキャラクター 

  『とこまる』  

  

 

７ 実施競技 

 〇正式競技：３７競技 

（都道府県対抗で実施され、得点対象（天皇杯、皇后杯成績対象競技）となる３７競

技のことをいいます。） 
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 〇特別競技：１競技 

（高等学校野球のことで、都道府県対抗の得点対象となりません。） 

 〇公開競技：５競技 

  （都道府県代表の参加により中央競技団体主導で開催するもの。三重県では、５競技

実施され、都道府県対抗の得点対象となりません。） 

 〇デモンストレーションスポーツ：３２競技 

  （原則として県内在住者を対象とし、子どもからお年寄りまで幅広い世代の方が気軽

に参加できるスポーツです。都道府県対抗の得点対象となりません。） 

 

三重とこわか国体実施競技一覧 

正式競技 

（３７競技） 

陸上競技、水泳、サッカー、テニス、ボート、ホッケー、ボクシ

ング、バレーボール、体操、バスケットボール、レスリング、セ

ーリング、ウエイトリフティング、ハンドボール、自転車、ソフ

トテニス、卓球、軟式野球、相撲、馬術、フェンシング、柔道、

ソフトボール、バドミントン、弓道、ライフル射撃、剣道、ラグ

ビーフットボール、スポーツクライミング、カヌー、アーチェリ

ー、空手道、クレー射撃、なぎなた、ボウリング、ゴルフ、トラ

イアスロン 

特別競技 

（１競技） 

高等学校野球 

公開競技 

（５競技） 

綱引、ゲートボール、武術太極拳、パワーリフティング、グラウ

ンド・ゴルフ 

デモンストレー

ションスポーツ 

（３２競技） 

伊賀流手裏剣打スポーツ、ウォーキング、ウォークラリー、エア

ロビック、SS ピンポン、カッターレース、かるた競技、カローリ

ング、キンボールスポーツ、クッブ、健康体操、3B 体操、シーカ

ヤック、スタンドアップパドルボート、スポーツ鬼ごっこ、スポ

ーツ健康吹き矢、スポーツチャンバラ、スポーツ吹矢、ソフトバ

レーボール、ターゲット・バードゴルフ、タスポニー、チベット

ヨガ、ディスクゴルフ、日本拳法、パークゴルフ、パドルテニ

ス、ビーチバレーボール、ビリヤード、ファミリーバドミント

ン、ペタンク、ユニカール、ラジオ体操 

 

８ 会場地市町別競技 

  次ページのとおり 
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９ 平成７６回国民体育大会亀山市開催競技 

  【正式競技】 

開催競技 種  別 競技会場 会期（2021 年） 

軟式野球 成年男子 西野公園野球場 9/26～9/27 

ウエイトリフティング 

成年男子 

少年男子 

女子 

西野公園体育館 

9/30～10/2 

10/2～10/4 

10/3～10/4 

 

  【デモンストレーションスポーツ】 

競技名 団体名 会 場 

カローリング 三重県カローリング協会 東野公園体育館 

スポーツ鬼ごっこ 三重スポーツ鬼ごっこ愛好会 西野公園体育館 

ビリヤード 三重県ビリヤード協会 西野公園体育館 

ユニカール 亀山市レクリエーション協会 西野公園体育館 

   会期は調整中です。 
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第７６回国民体育大会亀山市開催基本方針 

 
１ 基本方針 
 
  亀山市は、わが国の中央部、中部と近畿の結節点に位置する三重県の中北部の都市で、西方

に鈴鹿山脈を擁し、そこを水源とする鈴鹿川などの河川が市域を西から東に流れる自然豊かな

環境の中、江戸時代のまちなみを現代へと残す関宿や亀山城多門櫓など本市独自の景観や歴史･

文化資源に恵まれています。また、わが国の東西を結ぶ地域でもあることから、時代の発展と

ともに様々な変化を遂げながらも、常に交通の要衝であり続け、時代に応じた産業の集積によ

る内陸型工業都市として発展してきました。 

この第７６回国民体育大会の開催を契機に、市民の総力を結集し、国内最大のスポーツの祭

典である国民体育大会の成功を目指し、競技スポーツの競技力の向上はもとより、生涯スポー

ツの普及・振興を図るとともに、人々が健康と生きがいを感じ、人と人、地域と地域の絆づく

りが進み、「歴史・ひと・自然が心地よい 緑の健都かめやま」の更なる推進を図ります。 

 

２ 実施目標 

 

(1) 市民総参加 

   市民の参加意識の高揚を図り、市民の皆さんが、「する」「見る」「支える（育てる）」とい

ったさまざまな関わりをもつ市民総参加のもと、関係団体・行政が一体となり、大会成功に

向けて万全を期するとともに、市民が喜びと感動を分かち合い、まちの活力を創出する大会

を目指します。 

 

(2) 簡素・効率化 

   国民体育大会運営の簡素・効率化の趣旨に沿い、既存施設の有効活用等、開催経費の削減

に努め、知恵と工夫により亀山市らしい効率性の高い魅力あふれる大会を目指します。 

 

(3) 情報発信と交流の輪づくり 

   亀山市の魅力である、地域に根ざした自然・歴史・文化・産業等を余すところなく全国に

発信する大会とするとともに、全国から訪れる方々を、笑顔とおもてなしの心を持って温か

くお迎えし、交流の輪が広がる大会を目指します。 

  

(4) 生涯スポーツ社会の実現を目指す大会 

   国体の開催を契機に、市民の皆さんが健康で生きがいのある生活を送れるように、市民の

スポーツへの関心を高め、地域スポーツへの関わりを促進し、生涯スポーツ社会の実現を目

指します。 
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三重とこわか国体・三重とこわか大会亀山市開催推進総合計画 

 

１ 趣旨 

三重とこわか国体・三重とこわか大会（以下「国体」という。）の成功に向けて、

市民の英知と総力を結集し、第 2次亀山市総合計画に掲げる「市民がスポーツに関

心を持ち、生涯を通じて心身ともに健康な生活を送るためスポーツを楽しんでいる」

姿を目指し、「第７６回国民体育大会亀山市開催基本方針」に基づき、開催推進総

合計画を定めるものとする。 

 

２ 主要項目 

（１）総務企画 

県・競技団体・関係機関および関係団体（以下「県等」という。）と連携し、

円滑な大会運営を行うため、総合的な計画の立案と施策の推進を図る。 

 

（２）財務 

県等との相互協力のもと、創意工夫を凝らした魅力あふれる大会を目指し、適

切で効率的な財務の運営を図る。 

 

（３）広報 

国体開催に対する市民の理解や参加意識を高めるため、報道機関等と連携し、

積極的な広報活動を推進するとともに、豊かな自然、歴史、文化、産業など、

本市の魅力を全国に発信する。 

 

（４）市民運動 

市民総参加のもと、国体開催の意義を理解し、一丸となって大会を盛り上げて

いくとともに、国体開催の経験をその後のまちづくりにつなげるよう努める。 

 

（５）歓迎・接伴 

選手や監督をはじめ、本市を訪れる方々を温かくお迎えすることで、「また訪

れたい」と感じていただけるよう、心のこもったおもてなしを提供する。 

 

（６）競技 

競技会開催については、県等と緊密な連携を図り、円滑で効率的な運営に努め

るとともに、競技に必要な用具等の調達を遅滞なく行う。 
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（７）施設 

競技施設については、国民体育大会開催基準要項の施設基準を尊重しつつ、最

大限、既存施設の有効活用に努めるとともに、国体開催後の利用も視野に入れ

た整備を行う。 

 

（８）式典 

創意工夫をこらし、簡素で効率的な魅力ある式典とする。 

 

（９）宿泊 

選手や監督、競技役員等の宿泊については、県等と緊密に連携を図り、安全で

快適な宿舎が確保されるよう、配宿及び受け入れ体制を確立する。 

 

（10）医事・衛生 

   国体に関わる全ての方々の健康、安全を確保し、大会を快適な環境のもとで開

催するため、医療機関や関係機関等と連携を図るとともに、食品衛生及び環境

衛生に配慮し、防疫対策及び医療救護体制を確立する。 

 

（11）輸送・交通 

   本市の交通事情を勘案し、交通事業者関係機関と連携を図り、安全かつ効率的

で確実な輸送手段の確保に努める。また、交通安全の徹底を考慮した輸送・交

通体制を確立する。 

 

（12）警備・消防 

   競技会場等大会に関係する施設における災害の防止と治安の確保、並びに非常

時における緊急対応に万全を期するため、警察や消防等関係機関と連携を図り、

消防防災・警備体制を確立する。 

 

３ 年次計画 

  三重とこわか国体・三重とこわか大会亀山市開催推進総合年次計画（年度別業務 

 一覧）は、別表のとおりとする。 

  また、年次計画は進行管理を行うとともに、適宜見直しを行う。 
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２０１８年（3年前） ２０１９年（２年前） ２０２０年（１年前） ２０２１年（開催年）

福井県 茨城県 鹿児島県 三重県

総務企画

財務

広報

市民運動

歓迎・接伴

競技

施設

式典

宿泊

医事・衛生

輸送・交通

警備・消防

庁内組織

三重とこわか国体・三重とこわか大会亀山市開催推進総合年次計画（年度別業務一覧）

宿
泊
衛
生
専
門
委
員
会

輸

送

交

通

専

門
委

員

会

準備組織

総
務
企
画
専
門
委
員
会

競
技
式
典
専
門
委
員
会

年

開催地

開催までの流れ

総合視察

（日体協・文科省）

会期決定

リハーサル大会開催 本大会開催

国体推進Ｇ設置 庁内推進本部設置

常任委員会設置

実行委員会設置

総務企画専門委員会設置

競技式典専門委員会設置

宿泊衛生専門委員会設置

輸送交通専門委員会設置

開催方針策定

開催推進総合計画策定

専門委員会規程作成

服飾整備要項作成

ボランティア募集要項作成

歓迎・接伴基本計画策定

案内所設置要項作成

競技運営基本計画策定

売店設置（本大会）

企業協賛募集

炬火・採火式実施

ボランティア編成・配置

歓迎装飾実施（本大会）

競技別プログラム作成

リハーサル大会実施本部設置

第

７

６

回

三

重

と

こ

わ

か

国

体

・

三

重

と

こ

わ

か

大

会

開

催

最終総会・解散

本大会実施本部設置

常任委員会開催

総会開催

総務企画専門委員会開催

競技式典専門委員会開催

宿泊衛生専門委員会開催

輸送交通専門委員会開催

運営ガイドライン作成 業務必携作成（リハ大会）

服飾作製

休憩所設置要項作成

売店設置要項作成

ガイドマップ検討

歓迎装飾実施要項作成

企業協賛取扱要項作成

ホームページ等情報発信

広報基本計画策定

炬火・採火式実施計画作成

大会報告書作大会報告書編成方針作成

市民運動基本計画策定

ボランティア募集

ボランティア業務計画作成

ボランティア養成

市民運動の実践

案内所設置 （本大会）

休憩所設置（本大会）

ガイドマップ作成・配布

競技別実施要項作成

組合せ抽選会実施要項作成 参加受付・組合せ抽選会実施

競技用具整備計画作成 競技用具整備（リハ大会） 競技用具整備（本大会）

競技役員等編成案作成 競技役員等決定・名簿作成 競技役員等委嘱

競技会係員・補助員編成計画作成 競技会係員・補助員編成・養成 競技会係員・補助員委嘱

開催基本計画（リハ大会）作成

大会実施要項（リハ大会）作成
リハーサル大会プログラム作成

デモスポ実施要項作成 デモスポ開催

会場設営実施設計 会場設営（リハ大会） 会場設営（本大会）

式典基本計画策定

競技別式典実施要領作成 競技別式典実施

施設整備基本計画策定

宿泊基本計画策定 宿泊実施要項作成（リハ大会） 宿泊実施要項作成（本大会）

弁当調達要項作成

弁当調製施設選考基準作成
弁当調達（リハ大会） 弁当調達（本大会）

医事・衛生基本計画策定

医療救護対策要項・要領作成

防疫対策要項・要領作成

食品衛生対策要項・要領作成

環境衛生対策要項・要領作成

救護所設置計画作成

救護所設置（リハ大会）
医事・衛生本部設置

救護所設置

売店設置（リハ大会）

歓迎装飾実施（リハ大会）

案内所設置 （リハ大会）

休憩所設置（リハ大会）

輸送・交通基本計画策定

輸送業務実施要項作成 輸送実施計画作成

輸送・交通本部設置

駐車場調査・確保

輸送実施（リハ大会）

駐車場管理運営要領作成

消防防災・警備基本計画策定

消防防災・警備実施要項作成 消防防災・警備本部設置（リハ大会） 消防防災・警備本部設置（本大会）

業務必携作成（本大会）

式典実施要項作成

総会開催 総会開催

広報啓発活動の推進
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１　イベント等における啓発活動実績

番号 事業名 実施日 場　所 概　要

1
とこわか国体ダン
スキャラバン

10月30日（火） 井田川幼稚園
・園児への国体ダンスのレッスン
（県主催）

2
江戸の道シティマ
ラソン

1月13日（日） 西野公園 ・啓発用ポケットティッシュ配布

3 亀山大市
1月26日（土）
1月27日（日）

亀山大市会場内

・ブース設置
・缶バッジ制作体験
・開催競技体験（ウエイトリフティング、
軟式野球）
・啓発用ポケットティッシュ配布

２　啓発活動の様子

とこわか国体ダンスキャラバン（平成30年10月30日）

亀山大市（平成31年1月26日、27日）

平成３０年度広報・啓発活動実績
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第７３回国民体育大会 福井しあわせ元気国体 視察報告 

 

 平成３０年１０月３日～８日まで、福井県で開催されました福井しあわせ元気国体 2018 を視察

しましたところ、内容は以下の通りでしたので報告します。 

 

１.目的 

 平成３３年度に三重県で開催される「三重とこわか国体」において、本市が担当となるウエイ

トリフティング競技、軟式野球を中心に視察し、今後の業務に活用することを目的とする。また、

おもてなしや輸送交通、皇族視察の状況など幅広く情報収集を行い、大会運営の参考とする。 

２.視察実施日：平成 30年 10 月 3日～8日（6日間） 

３.視察先：小浜市（ウエイトリフティング、軟式野球） 

     大飯町（軟式野球） 

     福井市（総合開会式会場、陸上競技、ボクシング） 

     敦賀市（軟式野球、空手道） 

４.本市への反映（抜粋） 

①会場設営・運営 

・インターハイで問題となった、施設入場の際の靴の履き替えについては、スタッフが、スリッ

パを並べ靴袋や傘袋を手渡しすることで解消できそうである。（敦賀市空手会場も同様の対応を行

っていた。）ただし、観客は靴を持ち歩くこととなり、相応の煩わしさがある。 

・時期的に、台風を前提とした仮設物配置（撤去、再組み立て含む）を考慮する必要がある。 

・選手控室は多少狭くても、競技会場の近くに設置する方がよい。 

・出店エリアは、休憩所を含めて、できるだけ集約した方が、賑わい感が演出できる。 

②競技運営 

・県協会と実行委員会の役割分担を明確に決定する必要がある。 

③輸送交通 

・会場近隣において、来場者（選手、監督、観客等）の車両全てを収容できる駐車場は確保でき

ないことから、シャトルバス運行を前提とした輸送計画を作成する必要がある。 

④駐車場 

・駐車場の誘導員は、入口のみでなく、駐車場全体に配置した方がよい。（駐車可能台数の把握、

誘導の安全性等）（可能であれば警備会社へ委託する。） 

⑤市内装飾、表示 

・横断幕、開催周知パネルは、駅、会場、市役所に設置する必要がある。 

・プランターを含め、応援花壇を作成し、市内各所に配置すると、歓迎の表現と国体の雰囲気の

盛り上げに効果がある。 

⑥おもてなし 

・振る舞いは、市内団体、事業所に依頼し、大会期間中、出店する必要がある。ただし、高価な

ものを振舞う必要は無く、配布数の限定（先着○○人）は問題ない。 
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【記録写真】 

会場正面 玄関（靴袋渡し） 

  

アリーナ１階 アリーナ１階客席（階段状） 

  

選手控室（使用状況） アップ場（館内） 
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受付（左）、バス乗降所（右） バス乗降の様子 

  

受付の様子（来賓・報道・視察） 弁当引換所（１人分ずつ引き替え） 

 

 

 

 

無料ドリンクサービス ふるまい（粕汁） 
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皇族視察 駅内総合案内所 

  

小浜駅 小浜駅ロータリー（横断幕） 

  

会場装飾（都道府県応援旗） 会場装飾（歓迎花） 
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議  案



 



三重とこわか国体亀山市広報基本計画（案） 

 

１ 目的 

三重とこわか国体開催に対する市民の理解や参加意識を高めるとともに、豊かな

自然・歴史・文化・産業など、本市の魅力を全国に発信するため、「亀山市開催推

進総合計画」に基づき、計画的かつ効率的な広報活動を積極的に展開する。 

 

２ 内容 

（１）印刷物による広報 

大会を象徴する愛称・スローガン・マスコットなどを活用した各種印刷物や啓

発物品を作成し、大会開催を広く周知する。 

ア 市、関係機関等の広報紙への掲載パンフレット等の作成 

イ ＰＲ広報紙の作成 

ウ パンフレット等の作成 

エ 啓発物品の作製 

 

（２）メディアによる広報 

多様なメディアを活用し、広範囲に迅速かつ効果的な情報発信を行う。 

ア 市ホームページやＳＮＳ等による情報発信 

イ 新聞、テレビ、ラジオ等による情報発信 

ウ 市の既存の広報番組等の活用 

 

（３）イベントによる広報 

主催イベントを実施するともに、既存の各種イベントとの連携を図る。 

ア マスコット、イメージソング等を活用した啓発イベントの開催 

イ 市関係機関、団体等が開催するイベント等との連携、参加 

 

（４）工作物等による広報 

各種工作物を作成し、市民に周知する。 

ア 横断幕、懸垂幕、幟の設置 

イ 案内板の設置 

ウ カウントダウンボードの設置 
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（５）大会報告書等による広報 

三重とこわか国体の成果を記録にとどめるため、大会報告書等を製作する。 

ア 大会報告書等の作成 
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三重とこわか国体亀山市市民運動基本計画（案） 

 

１ 目的 

三重とこわか国体の成功に向けて、「亀山市開催推進総合計画」に基づき、市民

総参加のもと、国体開催の意義を理解し、一丸となって大会を盛り上げるとともに、

大会の開催を本市のまちづくりの基本方針である「市民力・地域力が輝くまちづく

り」の推進につなげることを目的とする。 

 

２ 目標 

（１）市民一人ひとりの力で盛り上げる大会 

市民一人ひとりが、さまざまな形で大会に携わり、喜びと感動を共有できる大

会を目指す。 

 

（２）来訪者を心から歓迎し、おもてなしする大会 

全国からの来訪者を温かく迎え、おもてなしすることにより、関わる人の交流

の場となる大会を目指す。 

 

（３）市民の主体的な健康活動を促す大会 

大会を契機にスポーツ・レクリエーション行事への参加意欲を高め、将来的に

「市民がスポーツに関心を持ち、生涯を通じて心身ともに健康な生活を送るため

スポーツを楽しむ」姿につながる大会を目指す。 

 

（４）本市の魅力を発信する大会 

全国から訪れる方々が、大会を通じて歴史・文化・自然・食などに触れること

により、本市の魅力を全国に発信する大会を目指す。 

 

（５）清潔で環境に配慮した快適な大会 

   清掃美化活動や環境への配慮などにより、関わるすべての方々が快適さを感じ

る大会を目指す。 

 

３ 推進方法 

（１）市民の理解と関心を高め、市民一人ひとりが自ら行動を起こし、運動が広がる

よう、各種広報活動を進める。 

 

（２）市民の参加機会がより広がるよう、市民団体、関係機関等と連携して進める。 
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（３）従来から実施されている各種市民運動や企業の社会貢献活動等と連携し、それ

ぞれの立場に応じた推進分野を担当し、より多くの市民の理解と参加が得られる

よう、地域や団体の事情に配慮した活動を進める。 
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三重とこわか国体亀山市歓迎・接伴基本計画（案） 

 

１ 目的 

三重とこわか国体に参加する、選手、監督、役員、視察員、報道員及びその他の

関係者ならびに一般観覧者（以下、「大会参加者等」という。）の歓迎・接伴につい

ては、「亀山市開催推進総合計画」に基づき、本市を訪れる方々を温かくお迎えす

ることで、「また訪れたい」と感じていただけるよう、心のこもったおもてなしを

提供することを目的とする。 

 

２ 内容 

（１）歓迎意識の高揚 

市民一人ひとりが、本市を訪れる大会参加者等をおもてなしの心で接するよう、

歓迎意識の高揚に努める。 

 

（２）歓迎装飾 

亀山市を訪れる大会参加者等に歓迎の意思を伝えるため、競技会場、主要駅等

に歓迎装飾を行う。 

 

（３）案内所の設置 

大会参加者等にさまざまな情報を提供するため、競技会場、主要駅等に案内所

を設置し、競技、宿泊、交通、観光、物産等の案内及び連絡業務等を行う。 

 

（４）休憩所の設置 

大会参加者等の憩いの場、交流の場として活用するため、競技会場に休憩所を

設置する。 

 

（５）売店等の設置 

大会参加者等の利便性を考慮するとともに、本市の特産物の紹介および販売を

促進するため、関係機関・団体等の協力を得て、競技会場に売店等を設置する。 
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参考資料



 



三重とこわか国体・三重とこわか大会亀山市実行委員会会則 
 

第１章 総則 

（名称） 

第１条 この会は、三重とこわか国体・三重とこわか大会亀山市実行委員会（以下「実

行委員会」という。）と称する。 

（目的） 

第２条 実行委員会は、第７６回国民体育大会において、亀山市で開催される競技会

（以下「競技会」という。）を実施するために、必要な準備および大会の総括的運

営に当たることを目的とする。 

（所掌事務等） 

第３条 実行委員会は前条の目的を達成するため、次に掲げる事務及び事業を行う。 

(1) 競技会の開催及び運営に必要な方針並びに計画の決定に関すること。 

(2) 競技会の開催及び運営に関すること。 

(3) 競技会の開催及びその準備に係る経費に関すること。 

 (4) 関係競技団体、その他関係機関及び関係団体との連絡調整に関すること。 

 (5) その他実行委員会の目的を達成するために必要な事務及び事業に関すること。 

 

第２章 組織 

（組織） 

第４条 実行委員会は、会長及び委員で構成し、委員は、次に掲げる者のうちから会

長が委嘱する。 

(1) 亀山市を代表する者 

(2) 亀山市議会を代表する者 

(3) 関係競技団体、関係団体及び関係機関を代表する者 

(4) その他会長が特に必要と認める者 

（役員） 

第５条 実行委員会に次の役員を置く 

(1) 会  長   １名 

(2) 副 会 長  若干名 

(3) 常任委員  ４０名以内 

(4) 監  事    ２名 

（役員の選任） 

第６条 会長は亀山市長をもって充てる。 

２ 副会長及び常任委員は、委員のうちから会長が指名する。 

22 
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３ 監事は、第４条に掲げる者のうちから会長が委嘱する。 

（役員の職務） 

第７条 会長は、実行委員会を代表し、会務を総理する。 

２ 副会長は、会長を補佐し、会長に事故あるとき又は欠けたときは、あらかじめ会

長が指定した順位により、その職務を代理する。 

３ 常任委員は、常任委員会を構成し、第１２条第６項に掲げる事項を審議する。 

４ 監事は、実行委員会の財務を監査する。 

（任期等） 

第８条 委員および役員（以下「委員等」という。）の任期は、委嘱されたときから

実行委員会の目的が達成されたときまでとする。ただし、委員等が就任時における

それぞれの所属機関又は団体の役職を離れたときは、その時点で委員等は辞職した

ものとみなし、その後任者が前任者の残任期間を務めるものとする。 

２ 会長は、委員等に特別の事情が生じたときは、その職を解くことができる。 

３ 会長は、前項の規定により委員等の変更があった場合は、次の総会において報告

する。 

４ 委員等は、無報酬とする。 

（顧問及び参与） 

第９条 実行委員会に、顧問及び参与を置くことができる。 

２ 顧問及び参与は、会長が委嘱する。 

３ 顧問は、重要な事項について、会長の諮問に応じて助言する。 

４ 参与は、会長が必要と認める事項について、会長の諮問に応じ助言を行う。 

５ 顧問及び参与の任期等は、前条の規定を準用する。 

 

   第３章 会議 

 （種類） 

第１０条 実行委員会に次の会議を置く。 

(1) 総会 

(2) 常任委員会 

(3) 専門委員会 

（総会） 

第１１条 総会は、会長及び委員をもって構成し、必要に応じて会長が招集する。 

２ 総会は、次に掲げる事項について審議し、議決する。 

(1) 競技会の開催及び運営に係る基本方針等に関すること。 

(2) 事業計画及び事業報告に関すること。 

(3) 予算及び決算に関すること。 
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(4) 会則の制定及び改廃に関すること。 

(5) 常任委員会に委任する事項に関すること。 

(6) その他重要な事項に関すること。 

３ 総会の議長は、会長又は会長の指名する副会長とする。 

４ 総会は、委員の過半数の出席がなければ開会し、議決することはできない。 

 ただし、総会に出席できない委員は、あらかじめ通知された事項について、代理

人にその権限を委任し、または書面により議決に加わることができる。 

５ 総会の議事は、出席委員（代理人にその権限を委任し、または書面で議決に加わ

った者を含む）の過半数をもって決し、可否同数の場合は、議長の決するところに

よる。 

６ 会長は、必要に応じて顧問及び参与に総会への出席を求めることができる。 

（常任委員会） 

第１２条 常任委員会は、会長、副会長及び常任委員をもって構成し、必要に応じて

会長が招集する。 

２ 委員長は、会長をもって充てる。 

３ 副委員長は、副会長のうちから会長が指名する。 

４ 常任委員会の議長は、委員長又は委員長が指名した者がこれに当たる。 

５ 委員長に事故があるとき、又は欠けたときは、副委員長がその職務を代理する。 

６ 常任委員会は、次の各号に掲げる事項について審議し、決定する。 

(1) 総会から委任された事項に関すること。 

(2) 専門委員会の設置及び専門委員会への委任に関すること。 

(3) 総会を招集するいとまのない緊急な事項に関すること。 

(4) その他委員長が必要と認める事項に関すること。 

７ 前条第４項及び第５項の規定は、常任委員会において準用する。 

８ 常任委員会は、第６項の規定により審議した事項及び次条第３項の規定により専

門委員会から報告があった事項を、必要に応じ次の総会に報告するものとする。 

９ 第８条の規定は、専門委員会の任期等について準用する。 

（専門委員会） 

第１３条 専門委員会は、会長が委嘱した専門委員をもって構成する。 

２ 専門委員会は、常任委員会から委任された事項について調査、審議し、その結果

を常任委員会に報告するものとする。 

３ 前２項の規定に定めるもののほか、専門委員会に関して必要な事項は、常任委員

会に諮った上で、会長が別に定める。 

４ 第８条の規定は、専門委員会の任期等について準用する。 
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第４章 会長の専決処分 

（会長の専決） 

第１４条 会長は、総会及び常任委員会（以下「総会等」という。）を招集するいと

まがないと認めるとき又は総会等の権限に属する事項のうち軽易なものについて

は、これを専決することができる。 

２ 会長は、前項の規定により専決したときは、これを次の総会等において報告し、

その承認を得なければならない。 

 

第５章 事務局 

（事務局） 

第１５条 実行委員会の事務を処理するため、亀山市生活文化部文化スポーツ課内に

事務局を置く。 

２ 事務局に関し必要な事項は、会長が別に定める。 

 

第６章 会計 

（経費） 

第１６条 実行委員会の経費は、負担金及びその他の収入をもって充てる。 

（事業計画及び予算） 

第１７条 実行委員会の事業計画及び予算については、総会の議決を得なければなら

ない。 

（事業報告及び決算） 

第１８条 実行委員会の事業報告及び決算については、監事の監査を経て、総会の承

認を得なければならない。 

（会計年度） 

第１９条 実行委員会の会計年度は、毎年４月１日に始まり、翌年３月３１日に終わ

る。 

２ 実行委員会の会計に関し必要な事項は、会長が別に定める。 

 

第７章 解散 

（解散） 

第２０条 実行委員会は、その目的が達成されたときは、総会の議決を経て解散する。 

２ 実行委員会が解散するときに有する残余財産は、亀山市に帰属するものとする。 

 

第８章 補則 

（委任） 
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第２１条 この会則に定めるもののほか、実行委員会の運営に関し必要な事項は、会

長が別に定める。 

 

附 則  

この会則は、平成２９年８月２４日から施行する。 

附 則  

この会則は、平成３０年４月２７日から施行する。 

附 則  

１ この会則は、平成３１年１月３１日から施行する。 

２ この会則の施行の際、現に第７６回国民体育大会亀山市準備委員会の役員等であ

る者は、三重とこわか国体・三重とこわか大会亀山市実行委員会の役員等に委嘱さ

れたものとする。 

３ この会則の施行の際、現に制定されている第７６回国民体育大会亀山市準備委員

会の方針、計画及び関係規定等中「第７６回国民体育大会亀山市準備委員会」とあ

るものは、「三重とこわか国体・三重とこわか大会亀山市実行委員会」と読み替え

る。 

 

25 

25 

25 
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三重とこわか国体・三重とこわか大会亀山市実行委員会 
専門委員会規程 

 

（趣旨） 

第１条 この規程は、三重とこわか国体・三重とこわか大会亀山市実行委員会会則第

１３条第３項の規定に基づき、三重とこわか国体・三重とこわか大会亀山市実行委

員会専門委員会（以下「専門委員会」という。）の組織及び運営に関し、必要な事

項を定めるものとする。 

（専門委員会の名称等） 

第２条 専門委員会のそれぞれの名称並びに三重とこわか国体・三重とこわか大会亀

山市実行委員会常任委員会からの委任事項は、別表のとおりとする。 

（役員） 

第３条 専門委員会に次の役員を置く。 

(1) 委員長 １名 

(2) 副委員長 若干名 

（役員の選任） 

第４条 委員長及び副委員長は、専門委員のうちから三重とこわか国体・三重とこわ

か大会亀山市実行委員会会長（以下「会長」という。）が委嘱する。 

（役員の職務） 

第５条 委員長は、専門委員会を代表し、会務を総理する。 

２ 副委員長は、委員長を補佐し、委員長に事故のあるとき、又は欠けたときはあら

かじめ委員長が指名した副委員長が、その職務を代理する。 

（会議） 

第６条 専門委員会は、必要に応じて委員長が招集する。 

２ 専門委員会の議長は、委員長がこれに当たる。 

３ 専門委員会は、専門委員の過半数の出席がなければ開催することができない。 

  ただし、専門委員会に出席できない専門委員は、あらかじめ通知された事項につ

いて、代理人に権限を委任し、又は書面で議決に加わることができる。 

４ 専門委員会の議決は、出席専門委員（代理人に権限を委任し、又は書面で議決に

加わった者を含む。）の過半数をもって決し、可否同数のときは議長の決するとこ

ろによる。 

５ 専門委員会は、必要があると認めるときは、専門委員以外の者の出席を求め、そ

の意見又は、説明を聴くことができる。 

（専門部会） 

第７条 専門委員会は、必要があると認めるときは、専門委員会に専門部会を設置し、

-28-

資料２



専門的事項について調査研究を行わせ、その結果を報告させることができる。 

２ 専門部会は、会長が委嘱した者（以下「部会委員」という。）をもって構成する。 

３ 第３条から第６条までの規定は、専門部会について準用する。ただし、この場合

において、これらの条文中「専門委員会」とあるのは、「専門部会」と、「委員長」

とあるのは「部会長」と、「副委員長」とあるのは「副部会長」と、「専門委員」と

あるのは「部会委員」と読み替えるものとする。 

４ 部会委員の任期は、専門委員の任期の例による。 

（委任） 

第８条 この規程に定めるもののほか、専門委員会及び専門部会の運営について必要

な事項は、それぞれ委員長及び部会長が別に定める。 

附 則  

この規定は、平成３１年１月３１日から施行する。 
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別表（第２条関係） 

名  称 委  任  事  項 

総務企画専門委員会 １ 総務企画に関すること。 

２ 財務に関すること。 

３ 広報に関すること。 

４ 市民運動に関すること。 

５ 歓迎・接伴に関すること。 

６ 他の専門委員会に属さない事項に関すること。 

競技式典専門委員会 １ 競技に関すること。 

２ 式典に関すること。 

３ 施設に関すること。 

宿泊衛生専門委員会 １ 宿泊に関すること。 

２ 医事・衛生に関すること。 

輸送交通専門委員会 １ 輸送・交通に関すること。 

２ 警備・消防に関すること。 
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年度 月 日 経　過　の　概　要

23 8月 24日

9月 1日

9月 14日
三重県議会平成２３年第３回定例会において、知事が第７６回国民体育大会につい
て招致表明

10月 18日
三重県議会平成２３年第３回定例会において、「第７６回国民体育大会の招致に関
する決議」が可決

11月 15日
三重県、三重県教育委員会、（財）三重県体育協会の連名により、文部科学省、
（公財）日本体育協会に開催要望書を提出

1月 11日
（公財）日本体育協会・理事会において、第７６回国民体育大会の三重県開催が
内々定

24 5月 28日

6月 6日

7月 18日 国民体育大会開催準備に関する市町説明会開催

8月 31日 第７６回国民体育大会三重県準備委員会設立総会、第１回総会の開催

10月 7日 第６７回「ぎふ清流国体」視察

10月 19日 第１回市町連絡調整会議開催

10月 24日 第７６回国民体育大会市町開催希望調査の実施。

11月 1日 亀山市スポーツ推進審議会より審議委員会の意見が報告される。

11月 16日 亀山市体育協会より、協会の意見を報告

25 7月 2日
第７６回国民体育大会三重県準備委員会　第２回総会開催
第２回市町連絡調整会議開催

7月 26日 市長とスポーツ審議会会長と体育協会会長の協議

8月 7日
8月 12日

1月 23日 亀山市スポーツ推進審議会　（意見集約）

1月 29日 亀山市体育協会と協議

1月 31日 三重県に、開催希望調書提出（ウエイトリフティング、軟式野球）

26 5月 16日 第３回市町連絡調整会議開催

7月 17日
第７６回国民体育大会三重県準備委員会　第３回総会開催
市に国体旗が贈呈される

8月 12日 第４回市町連絡調整会議開催

1月 20日 第５回市町連絡調整会議開催

27 4月 27日 第６回市町連絡調整会議開催

7月 27日

第７６回国民体育大会三重県準備委員会　第４回総会開催
第７６回国民体育大会の愛称、スローガンが発表。
愛　　　称：「三重とこわか国体」
スローガン：「ときめいて人　かがやいて未来」

9月 30日

10月 2日

12月 21日
紀の国わかやま国体　和歌山市開催競技に関する事業概要説明会（ウエイトリフ
ティング）参加

1月 27日 正規視察（軟式野球）※名張市営球場のみ視察。

2月 3日 正規視察（ウエイトリフティング）

第７６回国民体育大会三重県及び亀山市開催準備経過概要

財団法人三重県体育協会から、第７６回国民体育大会の開催について、８月２４日
に三重県知事、三重県教育長、また、９月１日には三重県議会議長に対して要望を
提出

三重県地域連携部スポーツ推進局国体準備課より、市に第７６回国民体育大会準備
委員会に係る委員への就任依頼があり、６月６日に承諾書提出

開催希望する県競技団体（８月７日三重県ウエイト協会、８月１２日三重県軟式野
球連盟）と協議

第６９回「紀の国わかやま国体」視察
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年度 月 日 経　過　の　概　要

第７６回国民体育大会三重県及び亀山市開催準備経過概要

28 5月 10日 第７回市町連絡調整会議開催

7月 20日
（公財）日本体育協会・理事会において、三重県が第７６回国民体育大会の開催地
として内定

8月 2日 第７６回国民体育大会三重県準備委員会　第５回総会開催

10月 4日

10月 5日

2月 1日 第８回市町連絡調整会議開催

2月 27日

3月 24日

29 5月 10日 第９回市町連絡調整会議開催

7月 7日 第７６回国民体育大会亀山市準備委員会発起人会開催

7月 31日 第７６回国民体育大会三重県準備委員会　第６回総会開催

8月 24日 第７６回国民体育大会亀山市準備委員会設立総会、第１回総会開催

10月 5日

10月 7日

12月 4日
笑顔つなぐえひめ国体　新居浜市開催競技に関する事業概要説明会（ウエイトリフ
ティング）参加

1月 31日 第１０回市町連絡調整会議開催

30 4月 27日 第７６回国民体育大会亀山市準備委員会　第２回総会開催

5月 9日 第１１回市町連絡調整会議開催

7月 18日
（公財）日本スポーツ協会・理事会において、三重県が第７６回国民体育大会の開
催地として正式決定

7月 23日
第７６回国民体育大会三重県準備委員会　第７回総会開催
三重とこわか国体・三重とこわか大会実行委員会　第１回総会開催

10月 3日

10月 8日

10月 29日 第１２回市町連絡調整会議開催

12月 13日 競技別会期正式決定

12月 18日

12月 21日

1月 31日
第７６回国民体育大会亀山市準備委員会　第３回総会開催
三重とこわか国体・三重とこわか大会亀山市実行委員会　第１回総会開催
三重とこわか国体・三重とこわか大会亀山市実行委員会　第１回常任委員会開催

第７２回「笑顔つなぐえひめ国体」視察

第７３回「福井しあわせ元気国体」視察

福井しあわせ国体　小浜市開催競技（ウエイトリフティング）、敦賀市開催競技
（軟式野球）に関する事業概要説明会参加

第７１回「希望郷いわて国体」視察

軟式野球競技開催５市（四日市市、鈴鹿市、名張市、伊賀市、亀山市）会議。会期
案と幹事市（四日市市）を決定。ウエイトリフティング、軟式野球の各競技団体と
協議の上、３月２４日会期案を県に提出。
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